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全国 証券 大 会 に お ける 麻生 大 臣 挨拶 に つい て 























令 和 2 年 10 月 5 日 (月 ) 、 日 本 証券 業 協会 に よる 「 令 和 2 年 全国 証券 大 会 ] が 開催 され 、 麻 生 大 臣 が ビ 
テオ スッ セー ン に より UTU ド NO うに 搬 る を 肝 い まし た 
な お 、 会 の 模様 は 、 日 本 証券 業 協 キジ に の か ら うら こ 貞 い た だ ます 


は じ め に 

本 日 は 、 証 券 大 会 に お 招き いた だ き 、 御 礼 申 し 上 
げ ま す 。 今回 は 証券 大 会 初め て の WEB 開 催 と いう こ 
CGC 四 胃 コ 20/ セ ニン と こり の の これ も 2 し 
い 社 会 様式 の 中 で の 一 つの 在り 方 で あり 、 一 つの 変 
化 や 工夫 で ある と 実感 し て いま す 。 本 会 の ご 盛会 
お 慶び 申し 上 げ る と と も に 、 開 催 に 当たり 、 一 言 ご 
挨拶 を 申し 上 げ ま す 。 
先般 9 月 16 日 に 菅 内 閣 と し て 新た な スタ ー ト を 切 
り 、 新 内 閣 に お いて 、 引 き 続 き 副 総 理 を 拝命 し 、 
政 ・ 金 融 を 担当 する こと と な り ま し た 。 皆様 方 に 
これ まで も 金融 行政 に 多大 な ご 協力 を いた 0 
ます が 、 引 き 続 きよ ろ し く お 願 い 致 し ます 。 


日 本 市 場 の 国際 化 と 上 麻生 大 臣 に よる 挨拶 の 様子 | 

日 本 の 国際 収支 を 見 る と 、 日 本 が 海外 に 投資 し た 
金 、 特 許 料 、 配 当 等 の 所 得 収支 の 重要 性 が 高まっ て お り 、 か つて の 貿易 立国 か ら 金 融 立国 の よう な 形 に 変 
わり つつ あり ます 。 こ うし た 時 代 に お いて は 、 よ り 高 度 な 金融 人 材 や ノウ ハウ を 目 本 に 集め る こと が 重要 と 
な っ て きま す 。 こ の た め に も 、 日 本 が 「 世 界 ・ ア ジア の 国際 金融 ハブ | と し て 国際 金融 セン ター の 地位 を 確 
390IGUY ペ SO は 非 遇 人 加 机 ぐ ⑥G あ る SC 考 で 0 まう 
日 本 が 国際 金融 ハブ プ と な る こと に より 、 企 業 の 成長 力 向 上 を も た ら す 資金 調達 の 多様 化 、 国 民 の 資産 形成 
に 資す る 運用 の 高度 化 や 、 金 融 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 進化 な ども 期待 で き 、 日 本 の 抱え る 課題 の 解決 に も つなが 
da 主語 SD HIZANIs UN PSM 日 本 市 場 が 国際 的 な リス ク 
分 散 に も 貢献 で きる と 考え ます 。 ア ジア や 世界 に お ける 日 本 市 場 の 役割 を 高め 、 世 界 全体 に も 役立つ 形 で 発 
圭 き 載る こ Co 

その た め に は 、 確 固 た る 民主 主義 ・ 法 治 主義 に 支え られ た 安心 ・ 安 全 な 拠点 と し て の 日 本 の 強み を 活か し 、 
SN に も 開か れ た 市 場 と し て 国際 金融 ハブ を 官民 一 体 で つく っ て いく こと が 大 切 で ある と 考え て お り 
998 
在 、 そ の た め の 施 策 を 政府 一 体 と な っ て 幅広 く 検討 し て いる と ころ で あり ます 。 金融 庁 に お いて は 、 例 
えば 、 高 度 な 専門 人 材 を 有する 外資 系 運用 会 社 等 が 参入 し や すい よう に 、 登 録 か ら モ ニタ リン グ ま で 、 つ ま 
川下 か らち り 川 NE で G 英 語 @ 叶 庫 @G き る よう な 合作 を 作っ 0 い の GS この で お 

また 語 2 も だ いね ゆう の パリ (ドド の 直上 の 区 品 人 人 作 の が 目 本 人 6e く る に と に まり パチリ ( ド 
サー ビス を 提供 する セル サイ ド の 人 材 、 更 に 、 彼 ら に サー ビス を 提供 する 人 材 が 集積 し て いく よう 取り 組ん 
RAN 

これ を 実現 する た め に は 、 各 協会 に お か れ て も 国際 化 を 推進 し て いた だ く こ と が か 必要 と な り ま す の で 、 何 
i CHC 


東京 証券 取引 所 の シス テム 障害 


去る 10 月 1 日 、 東 京 証券 取引 所 に お いて 、 シ ステ ム 障 害 に より 、 終 日 売買 が 停止 する と いう 大 変 残念 な 出 
来 事 が あり まし た 。 今回 は 、 寄 付き 前 に 注文 を 受け 付け て いた に も 関わ ら ず 取引 が で きず 、 証 券 会 社 の 多く 
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※ 日 本 証券 業 協会 ウェ ブサ イト 
「 令 和 2 年 全国 証券 大 会 」 の 模様 : https://www.jsda.or.jp/about/gyouji/20130919203231.html ] 




















の お 客 さ ん が 売買 が で き な く な り ま し た 。 投資 信託 も 、 日 本 株 の 値 が 付か な か っ た 結果 、 購 入 や 解約 が で き 
引く 窓 娘 吉 し 旋 。 
取引 所 、 そ し て 、 証 券 会 社 、 運 用 業界 の 皆さん 。 国 際 金 融 ハ プ と し て の 日 本 の 資本 市 場 の 信頼 確保 の た め 
に も 、 徹 底 し た 原因 究明 、 再 発 防止 が 必要 で す 。 そ の 際 に は 、 シ ステ ム 障 害 が 万 一 発生 し た 場合 で も 、 安 全 
の 確認 が 取れ し だ い 、 速 や か に 取引 を 再開 し 、 顧 客 へ の 影響 を 最小 化す る 危機 管理 の 能力 も 高め て 行く こと 
が 重要 で す 。 

金融 庁 も 、 皆 さん と と も に し っ か り 取 り 組 ん で いき た いと 考え て いま す の で 、 連 携 、 ご 協力 を よろ し く お 
願い 申し 上 げ ま す 。 


コロ ナ 褐 ・ コ ロナ 後 の 金 融 仲介 機能 
人 A 
経済 、 社 会 、 国 際 政 治 、 経 済 秩 序 、 さ ら に < 意識 ・ 価 値 観 に まで 多 方 面 に 波及 し つつ あり ます 。 
特に 、 ビ ジネス に は 甚大 な 影響 が あり 、 観 光 、 久 運輸 な ど 、 I くま の お し 
か し な が ら 、 動 画 配信 サー Ot 人 と 対面 で 会 わな い 、 な どの 人 々 の 
行動 ・ 意 識 ・ 価 値 観 の 変化 が 起き た この 状況 そ を 、 ビ ジネス チャ ンス と し て 、 成 功 し て いる 企業 も 中 に は あり 
ます 。 株 価 を 見 て も 業種 ご と に 大 きく 違い ます し 、 同 一 業種 内 で も コロ ナ 前 に 課題 を 解決 し た 企業 と 、 コ ロ 
ナ 前 の 課題 を 抱え た まま の 企業 の 間 の 格差 が 開い て いく の で は な いで し ょ うか 。 

私 も か つて セメント 会 社 の 経営 者 を や っ て いま し た が 、 第 一 次 オ イル ショ ッ ク 時 に 、 私 の と ころ を 含め て 、 
セメント 各社 が 大 赤字 を 出す な か で 、 思 い 切 っ て 最新 鋭 の 設備 を 導入 し 、 そ れ が 、 そ の 後 の 収益 拡大 に つ な 
交 放し 門 。 

この コロ ナ 褐 で 、 果 敢 に 挑戦 する 企業 を 支え る た め に 、 証 券 会 社 が 出来 る こと は 多い と 私 は 思い ます 。 
現状 は 、 預 金 取 扱 機関 が 、 積 極 的 に お 金 を 貸し て 、 企 業 を 一 生 懸 命 支 えて いる と ころ で す が 、「 守 り の 資 
金 繰り | だ け で は 、 耐 え し の ぐ と いう 考え に な り が ち で す 。 コロ ナ 褐 で 事業 再編 や 産業 構造 の 転換 が 進む 局 
男 に お いて 、 積 極 的 な 経営 を 支え る と いう 点 で は 、 貸 付け より は エク イ テ ィ (証券 ) の 役割 が 大 きい と 思わ 
れ 、 証 券 関係 の 皆様 の 活躍 が 求め られ ます 。 

『 東 京 セ ン トラ ル 証 券 』 と いう 証券 会 社 を ご 存じ で し ょ うか 。 人気 ド ラマ 『 半 沢 直樹 』 に 出 て きた 証券 会 
社 で す 。 ド ラマ で は 、 証 券 取 引 等 監視 委員 会 の 立入 検査 の 際 に デー タ を 隠蔽 する な ど 、 指 摘 し は じ め る と 、 
問題 と な る 行為 も 色々 描か れ て いま す 。 他 方 で 、 顧 客 の 為 に 活躍 する 証券 マン の 姿 も 描か れ て いま し た 。 証 

会 社 も 銀行 も 社会 の 為 、 お 客 様 の 為 と いう 『 半 沢 直樹 』 の 信念 に は 、 今 後 の ヒ ント が ある よう に 思い まし 
re 


国民 の 資産 形成 に つい て 

次 に 、 国 民 の 資産 形成 に つ つい て 、 昨 年 は 、G20 に お いて 、 高 齢 化 に 伴う 金融 サー ビス の あり 方 に に 関す る 提 
中 「G20 福 岡 ポ リ シ ー・ プ ライ オリ ティ ー」 を 、 日 本 が 中 心 と な っ て と り ま と め ま し た 。 提言 書 で は 、 高 
ル が 進む 中 、 フ ァ イ ナ ン シ ャ ルプ ラン ニン グ の 重要 性 を 強調 し まし た 。 人 金融 商品 の 販売 に あたっ て も 、 
標 に 沿っ て 組成 され た 商品 を 売り さば く と いう スタ イル を 見 直し 、 顧 客 の ライ フ プ ラン を 踏ま 際 
線 で の 資産 形成 を アド バイ ス す る と いう スタ イル へ の 転換 が 重要 で す 。 

た だ し 、 家 計 の 金融 資産 を みる と 、 今 も っ て 1.900 兆 円 の うち の 1.000 兆 円 が 現 預 金 に と ど ま っ て お り 、 日 
本 の 豊富 な 金融 資産 が 二分 に 活用 され て いま せん 。 結 果 と し て 、 日 本 が 国際 金融 ハ プ と な る こ と を 妨げ て い 
る と の 指摘 も 多い と ころ で す 。 

家計 に よる 安定 的 な 資産 形成 を 実現 し て いく た め に は 、 販 売 を 行う 証券 会 社 の みな ら ず 、 年 金 な どの ア 
セッ ト オ ー ナ ー、 資産 運 用 会 社 、 金 融資 本 市 場 、 投 資 対象 と な る 企業 の 成長 と いう 一 連 の 流れ を イン ベス ト 
メン ト ・ チ ェ ー ン と 捉え 、 包 括 的 に 資産 運用 の 高度 化 に 向け て 取り 組ん で いく 必要 が あり ます 。 
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金融 庁 で は 、 

「 つ みた て NISA] の 導入 ・ 拡 充 や 金融 教育 の 推進 、 
・ 資 産 運 用 会 社 と の 運用 力 強 化 に 向け た 対話 、 
・ 顧 客 本 位 の 業務 運営 の 推進 、 そ し て 
・ コ ー ポ レー ト ・ ガ バナ ンス や スチ ュ ワ ー ド シッ プ 活 動 の 取組 み 強 化 な ど 、 
表 様 と も 協力 し て 引き 続き 推進 し て いき た いと 思い ます 。 






































































































































お わり に 
最後 に な り ま す が 、 本 日 ご 列席 の 皆様 方 の 、 益 々 の ご 健勝 と 証券 界 の 更 な る 発展 を 心から 祈念 いた し まし 
で て で 、 入 の と さる で いだき る る 
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政策 解説 コー ナー 






























































(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 

















金融 庁 は 、10 月 14 日 「 金 融 仲介 機能 の 発揮 に 向け た プロ グレ スレ ポー ト 」| ※ を 公表 し まし た 。 本稿 で は 、 
この プロ グレ スレ ポー ト の 概要 を 紹介 いた し ます 。 


は じ め に 


人 口 減少 や 高齢 化 、 低 金利 環境 の 継続 な ど 厳 し い 経 営 環境 の 中 、 金 融 機関 は 、 顧 客 の ニー ズ の 多様 化 に 適 
応 し 、 各 々 の 置か れ た 環境 に 応じ た 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル を 構築 する こと が 求め られ て いま す 。 
金融 諾 で は 、 こ うし た 環境 や 課題 の 変化 を 受け 、 金 融 機関 が 自ら の 経営 理念 ・ 経 営 環境 を 踏ま え 、 持 続 可 
能 な ビジ ネス モデ ル 構 築 の た め の 創 意 工夫 を 重ね られ る よう 、① 持 続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 に 向け た 
課題 や その 解決 策 等 に 関す る 探究 型 対話 、② 企 業 ア ン ケ ー ト 調査 を 始め と し た 、 対 話 の 質 的 向上 に 向け た 情 
報 ・ 知 見 の 蓄積 、 制 度 の 点検 、③ 地 域 経 済 エ コシ ステ ム の 構築 に 向け た 取組 み を 行っ て きま し た 。 

今般 公表 し た プロ グレ スレ ポー ト で は 、2019 事 務 年 度 に 行っ た これ ら の 対話 や 取組 み を まとめ て お り ま す 。 


探究 型 対 話 


金融 庁 及び 財務 局 (以下 「 当 局 」) は 、2019 事 2 
務 年 度 も 、2018 年 事務 年 度 に 引き 続き 、 心 理 的 安 (あの 温和 合い) 





























































































































1 経営 理念 の 浸透 度合 いと 企業 文化 の 広がり の 関係 イメ ー ジ 



















































































全 性 の 確保 に 努め つつ 、 地 域 金融 機関 の 持続 可能 な _ 
ビジ ネス モデ ル の 構築 に 寄与 で きる よう 、 探 究 型 対 テー タス 3 

話 の 創意 工夫 と 試行 錯誤 を 重ね まし た 。 ーー rs 

地域 金融 機関 が 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル を 構築 ak AECAR の 8 

する た め に は 、 経 営 理念 が 金融 機関 内 に 浸透 し て い イー クス 。 の 人 と So 

る こと が 必要 で ある と 考え られ る こと か ら 、 心 理 的 本 

安全 性 に 配慮 し つつ 、 金 融 機関 の 各階 層 (経営 トッ | 

プ か ら 役 員 、 本 部 職員 、 支 店 長 、 営 業 職員 ) や 社外 5 
取締 役 と の 間 で 、 多 数 の 対話 を 実践 し まし た 。 そ の ーーーー 、 上 を 失 し 、 そ れ を 
結果 、 例 えば 、 よ り 深 い 対 話 を 実践 する に は 、 金 表 0 




















機関 に お ける 経営 理念 の 浸透 度 や 「 変 化 に 対応 すべ く 自 ら を 探究 し 、 そ れ を 共有 する 企業 文化 ] の 広がり の 
程度 ( 図 1 参照 ) を 当局 が 把握 し た 上 で 対話 に 臨む こと が 重要 で ある と 認識 する な ど 、 様 々 な 気づき を 得る 
ミミ と が で きき 計 し 療 。 

この ほか 、 持 株 会 社 グ ルー プ を 形成 する 地域 金融 機関 と の 間 で は 、 財 務 局 間 の 情報 共有 を 通じ て グル ー プ 
単位 の 経営 理念 ・ 戦 略 や ビジ ネス モデ ル を 把握 し た 上 で 対話 を 実践 する な ど し て お り 、 今 後 も 、 持 続 可能 な 
ビジ ネス モデ ル の 構築 に 向け た 対話 の 質 的 向上 に 努め て まい り ま す 。 
企業 アン ケー ト 調 査 

こう し た 対話 の 質 的 向上 に 向け て 、 当 局 に お いて 、 地 域 金融 機関 の ビジ ネス モデ ル に 関す る 情報 ・ 知 見 を 
深め 、 組 織 と し て 蓄積 し て いく こと も 重要 で す 。 

その た め 、 金 融 庁 は 、 企 業 ア ン ケ ー ト 調査 に よる 地域 銀行 に 対す る 企業 か ら の 評価 の 確認 、「 金 融 仲介 機 
能 の ベン チマ ー ク 」 の 活用 状況 の 点検 、 人 材 紹介 業 や 地域 商社 に 関す る 取組 状況 の 確認 、 デ ジ タ ラ イ ゼ ー 
ショ ン に 関す る 地域 金融 機関 へ の 支援 等 、 地 域 金 融 機 関 に 関す る 様々 な 分 野 に つい て 、 多 様 な 取組 み を 行い 
記し 2 だ 。 

この うち 、 企 業 ア ン ケ ー ト 調査 で は 、2015 事 務 年 度 の 調査 開始 か ら 行 っ て きた メイ ン バ パン ク の 取組 み に つ 
いて の 調査 を 継続 し て 行う と と も に 、 人 金融 仲介 へ の 取組 み の 全体 観 を より 具体 的 に 把握 する た め 、 非 メイ ン 
バン ク の 取組 み に 係 る 顧客 評価 の 確認 も 行い まし た 。 

まず 、 メ イン バン ク に つい て 、「 自 社 の 経営 課題 に つき 地域 金融 機関 が 納得 感 の ある 分 析 や 対応 を 行っ て 
























































































































































※ 。※ 本 年 10 月 14 日 公表 、「 金 融 仲 介 機 能 の 発揮 に 向け た プロ グレ スレ ポー ト に つい て 」 
https://www.fsa.go.jp/news/r2/ginkou/20201014-1/20201014-1.html 3 











いる 」 と 考え る 企業 ( 約 半 数 ) の うち 8 割 の 企業 が 、 金 
融 機関 と の 取引 継続 を 強く 希望 し て いる と の 結果 と な り 
まし た 。 こ の こと か ら は 、 納 得 感 の ある 融資 や サー ビス 
の 提案 を 行い 、 企 業 と の 間 で 認識 を 一 致 さ せ て 共通 理解 
の 醸成 を 進め て いく こと が 、 よ り 安 定 的 な 顧客 基盤 の 確 
保 に つなが る 可能 性 が 有 末 え ます 。 ( 図 2 参照 ) 

また 、 損 益 等 改善 に 役立っ た 金融 機関 の 商品 ・ サ ー ビ 
ス に つい て 聞く と 、 | 経営 改善 支援 サー ビス | が 「 融 
」 に 劣ら ず 評価 され て いる こと が 鶏 え まし た 。 ( 図 3 
照 ) 
al 電 2(/ パ ン ッ ク の 00W 2 (ノリ ンク ら の He 
継続 意向 が ある 企業 は 、 非 メイ ン バ ン ク に 対し 「 複 数 
行か ら の 借入 | や 「 融 資 の 金利 条件 ]」 な ど 、 主 に 融資 に 
係る 補完 機能 と し て の 役割 を 求め て いる こと が 鶏 わ れる 
結果 と な り ま し た 。 

他方 、 メ イン バン ク と の 取引 継続 意向 が 必ず し も ある 
と は 言え な い 企 業 は 、 経 営 改善 支援 サー ビス の 提供 や 自 
社 へ の 理解 と いっ た 融資 以外 の 機能 へ の 期待 も 高い こと 
が 有 喝 え まし た 。 ( 図 4 参照 ) 
地域 課題 解決 支援 室 ・ チ ー ム 

地域 経済 の 成長 、 特 に コロ ナ 後 の 地域 経済 の 回 復 の た 
め に は 、 地 域 経済 を 支え る 様々 な ステ ー ク ホル ダー が 
ネッ トワ ー ク を 形成 し 、 連 携 し て 支援 する こと で 地域 経 
済 が 持続 的 に 成長 し て いく こと が 望ま し いと 考え られ ま 
す 
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その よう な 好 循 環 (地域 経済 エコ システム の 形成 ) に 
は 金融 庁 も 大 き な 関 心 を 持っ て お り 、 地 域 金 融 機関 と 探 
究 型 対 話 を 行う 上 で 、 金 融 庁 が 地域 経済 エコ ンス テム の 
状況 を 把握 する こと も 必要 と な り ま す 。 金融 庁 で は 、 そ 
うし た 状況 を 把握 する た め の 活 動 も 行っ て いま す 。 

その 一 環 と し て 、 金 融 庁 で は 、 職 員 の 自主 的 な 政策 提 
案 の 枠 組み (政策 オー プン ラボ ) か ら 「 地 域 課 題 解 決 支 
援 チ ー ム | の 活動 が 始ま り 、 こ の 活動 を 組織 と し て 支え 
る た め に 「 地 域 課 題 解 決 支援 室 | を 設置 し まし た 。 
地域 課題 解決 支援 チー ム で は 、 官 民 金 の 有志 が 集 う 
「 ち いき ん 会 | の ネッ トワ ー ク を 通じ て 寄せ られ た 地域 
課題 に 対し 、 地 域 の 関係 者 と と も に 議論 を 重ね 、 具 体 的 
な 解決 策 を 企画 ・ 提 言 す る な ど 、 共 に 課題 解決 の た め の 
凶 策 に 取組 ん で いま す 。 
地域 課題 解決 の た め の 議 論 の 結果 の 一 例 と し て 、 首 都 
の 大 企業 等 で の 勤務 経験 の ある 専門 人 材 (「 新 現 
役 ]」 ) と 地方 の 中 小 企業 を マッ チン グ す る イベ ント を オ 
ン ラ イン で 開催 (「 新 現役 交流 会 2.0] ) し まし た 。 
な お 、 こ の イベ ント で は 、 マ ッ チ ング 率 が 7 割 を 超す 結 
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果 (参加 企業 43 社 中 32 社 が マッ チン グ ) と な っ て お り ま x や パッ に は で さき ない 業界 動向 な どの 情報 提供 











図 2 企業 と 課題 に つい て 共通 理解 の 醸成 に 至る こと で より 安定 的 な 
顧客 基盤 の 確保 に 繋が る 可能 性 


0% 20% 40% 60% 80% 100% 


① 経 営 課題 等 を 
聞い て くれ る 


② ① か つ 、 分 析 結 
果 等 を 伝え て くれ る 





③ ② か つ 、 フ ィ ー ド 
バッ ク 内 容 に 納得 感 
が ある 





安定 的 な 顧客 
⑧ の うち 、 取 引継 続 意向 80% っ 0 基盤 の 確保 


恒星 非 取 引 を 継続 し た い ロ そ の 他 の 回 答 
※) ③ 以 外 の 先 の うち 、「 是 非 、 取 引 を 継続 し た い 」 と 回 答 し た 者 は 約 4 割 














図 3 企業 か ら 金 融 機 関 の と の 商品 ・ サ ービス が 損益 等 改善 に 
役立つ と 評価 され た か 


0% 20% 40% 60% 





融資 53% 


経営 改善 支援 サー ビス 45% 





図 4 非 メイ ン バ ン ク に 求め る 役割 や 取引 意義 
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以上 の 取組 み は 、2020 事 務 年 度 も 継続 し て 行う 予定 で あり 、 地 域 経 済 の 実態 把握 ・ 分 析 (イン テリ ジェ 
ンス ) 、 地 域 金 融 人 材 の 能力 向上 に 向け た 取組 み 、 さ ら な る 対話 の 質 的 向上 と いっ た 施策 と 合わ せ て 、 地 域 








金融 機関 の 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル の 構築 に 向け た 取組 み を さら 





















































こ 加 速 さ せ て いく 方 針 で す 。 


お 知ら せ 4 
身 に 覚え の な い キ ャ ッシュ レス 決済 サー ビス を 通じ た 銀行 口座 か ら の 
不正 な 出 金 に ご 注意 くだ さい ! 























青 報 通信 技術 の 進展 や スマ ー ト フォ ン の 普及 な ど を 背景 に 、 電 子 マ ネー や QR コー ド 決 済 等 の キャ ッ 
シュ レス 決済 が 年 々 広がり を みせ て いま す 。 
今般 、 こ うし た キャ ッシュ レス 決済 の 中 で 、 資 金 移動 業者 (例え ば 、 〇 〇 ペイ 、 〇 O 〇 Pay 等 ) が 提供 
する サー ビス を 通じ て 、 銀 行 口 座 か ら 不 正 な 出 金 を 行う 事案 が 多数 発生 し まし た 。 

具体 的 に は 、 犯 罪 者 が 、 不 正 に 入手 し た 預金 者 の 口座 情報 
等 を も と に 当該 預金 者 の 名 義 で 資金 移動 業者 の アカ ウン ト を 
開設 し 、 銀 行 口 座 と 連携 し た 上 で 、 銀行 口 座 か ら 資 金 移動 業 
者 の アカ ウン ト へ 資金 を 入金 (チャ ー ジ ) する こと で 不正 な 




























































































































































































犯罪 者 が 、 不正 に 入手 し た お 客 さ ま の 口座 情報 等 を も と に 、 


出 金 を 行っ た と いう も の で す 。 キャ ッシュ レス 決済 サー ビス ( 〇 〇 ベイ 、 〇 OPay な ど ) の アカ ウン ト 


スム 、m の 事 電 を 開設 する と と も に 銀行 口座 と 連携 し た うえ で 、 預金 を 不正 
今般 の 事案 に お いて 、 最 も 注意 し な けれ ば な ら な いこ と は 、 er 
ご 注意 いた だ きた い ポ イン ト 











金 移動 業者 の 提供 する キャ ッシュ レス 決済 サー ビス を ご 利 


























ロロ こう し た 不正 出 金 は 、 キ ャ ッシュ レス 決済 サー ビス を ご 利用 され て いな 






















































































用 され て いな い 方 も 被害 に 適わ れ て いる と いう 事実 で す 。 イ い 容 きま の ほか 、 イン ター ネッ トバ ン キ ング を 利用 され て いな い 方 も 
= ささ ヽ た 1 こ いま す 。 
ンタ ーネット バン キン グ を 利用 され て いな い 方 も 被害 に 遭わ ロ ご 自身 の 銀行 口座 に 不審 な 取引 が な いか 、 お 取引 先 の 銀行 口座 の 
キ レス 決済 サー ビス の ご 利用 の 有無 に ラー 区 ご 志 志 いた だ き 、 口 誕 情報 の 管理 に こ 注 意 馬 いま か 
一 度 ご \ た だ き 、 ご \ ま す 。 

れ て いま す 。 ミミ A 9 0 銀行 口 産 に 身 に 覚え の な い 取 引 が あっ た 場合 に は 、 お 取引 先 銀行 

関わ ら ず 、 誰 で も 被害 に 遭わ れる 可能 性 が ある と いう こと で ーー マコ トー ント 

で ロ 銀行 お よび キャ ッシュ レス 決済 サー ビス 事業 者 は 、 こ の よう な 悪意 の 

o ある 間 三 者 に よる 不正 な 出欠 に よる 流 害 に つい て 、 連 拓 の うえ 全 
の 0 2 た 0 am ON に 時 申 U こうした 事 に 人 し た 放 鐘 に も ど 福間 束 いま す 





全国 銀行 協会 及び 日 本 資金 決済 業 協会 と 連携 し て 注意 喚起 の | 
チラ シ ( 右 ) を 作成 し 、 預 金 者 に 対し て 、 広 く 注 意 を 呼び か | ーー 
け て いま す 。 


! ご 注意 いた だ きた い ボ ポイ ント ! 



























































の 金融 店 7 警察 庁 人 所 旨 者 庁 下 2 生生 ta Yetm Eta 





ご うし た 不正 出 金 は 、 キ ヤッ シュ レス 決済 サー ビス を ご 利用 され て いな い お 客 さま の ほか 、 
イン ター ネッ トバ ン キ ング を 利用 され て いな い 方 も 被害 に 遭わ れ て いま す 。 

" ご 自身 の 銀行 口座 に 不 憲 な 取引 が な いか 、 お 取引 先 の 銀行 口座 の ご 利用 明細 を 今 一 度 ご 確認 
いた だ き 、 口 座 情報 の 管理 に ご 注意 願い ます 。 








" 銀行 口座 に 身 に 覚え の な い 取 引 が あっ た 場合 に は 、 お 取引 先 銀行 また は ご 利用 明細 に 記載 さ 
れ て いる キャ ヤッ シュ レス 決済 サー ビス を 提供 する 事業 者 に ご 相談 くだ さい 。 

" 銀行 お よび キャ ヤッ シュ レス 決済 サー ビス 事業 者 は 、 こ の よう な 悪意 の ある 第 三 者 に よる 不正 
な 出 金 に よる 被害 に つい て 、 連 携 の うえ 全額 補償 を 行っ て いま す 。 

y ご うし た 事案 に 便乗 し た 詐欺 に も ご 注意 願い ます 。 

















人 @ 本 件 に つい て ご 質問 ・ ご 相談 等 が ある 場合 、 下 記 の 相談 窓口 まで お 問い 合わ せく だ さい 。 


電話 番号 :0570-016811、 
受付 時 間 : 平日 10 : 00~17: 




















































































































作 認 され た 際 に は 、 最 寄り の 警察 署 等 に ご 相談 くだ さい 






























































90845920502 3 7 72 
日 を 除く ) 、 
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市 場 へ の メッ セー ジ ( 令 和 2 年 10 月 26 日 ) 




















証券 取引 等 監視 委員 会 (以下 証券 攻 視 委 ]」 と いい 
ます 。) は 、 勧 舎 事案 等 に 関す る 解説 記事 を 「 市 場 へ 
の メッ セー ジ 」 と し て 証券 監視 委 ク ェ ブ サイ ト に 掲載 
し て お り ま す 。 
ここ で は 、 令 和 2 年 10 月 26 日 に 掲載 し た 「 市 場 へ 
の メッ セー ジ 」 の 主 な 内 容 に つい て ご 紹介 し ます 。 
※「 市 場 へ の メッ セー ジ 」 の 全文 に つい て は 、 証 券 監視 
エ 参照 くだ NR . . « 
CE "for investors, with investors" 


https://www.fsa_.go.jp/sesc/message/index.htm 




































































本 件 は 、 平 成 30 年 11 月 5 日 に 公表 され た 、 日 東工 業 株 式 会 社 (以下 「 日 東工 業 」 と いい ます 。) に よる 北川 


























工業 株 式 に 対す る 公開 賢 付 け の 実施 に 関す る イン サイ ダー 取引 規制 違反 で す 。 


と 




















本 件 の 課徴 金 納 付 命令 対象 者 (以下 「 対 象 者 ] と いい ます 。) は 2 名 で す 。 
対象 者 (1 ) は 、 公 開 買 付 者 で ある 日 東工 業 の 役員 か ら 情 報 伝達 を 受け た 者 で す 。 
対象 者 (1) 上 日 東工 業 の 役員 か ら 、 当 該 役 員 が 職務 に 関し 知っ た 、 日 東工 業 の 業務 執行 を 決定 する 




























































































機関 が 、 北川 工業 株 式 の 公開 買付け を 行う こと の 決定 を し た 旨 の 事実 の 伝達 を 受け な が ら 、 そ の 公表 前 に 、 












































> 
7 に 
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し 
ぐ で 
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関 
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己 の 計算 に お いて 、 北川 工業 株 式 を 買い 付け た も の で す (イン サイ ダー 取引 規制 違反 ) 。 


対象 者 (2) に つい て 

対象 者 (2 ) は 、 公 開 買 付 者 で ある 日 東工 業 と 契約 を 締結 し て いる 者 に 勤務 する 者 か ら 情 報 伝 達 を 受け 
者 で す 。 

対象 者 (2 ) は 、 日 東工 業 と 契約 を 締結 し て いた A 社 に 勤務 する 者 か ら 、 同 人 が その 契約 の 締結 に 関し 
っ た 、 日東 工業 の 業務 執行 を 決定 する 機関 が 、 北 川 工業 株 式 の 公開 買付け を 行う こと に つい て の 決定 を 
り Ma に 1 の 2 用)EeE es 主 Ole 二 に 2 に US 0 中 還 We= Me 衣 ミ 
す (イン サイ ダー 取引 規制 違反 ) 。 


事案 の 特色 等 】 


本 件 は 、 こ れ ま で も 数 多く 勧告 事例 の ある 「 公 開 買 付け 等 事実 」 に 基づく イン サイ ダー 取引 規制 違反 で す 。 
公開 買付け 等 事実 に に る イン サイ ダー 取引 規制 違反 の 件 数 推移 に つい て は 、 令 和 2 年 6 月 24 日 公表 の 「 金 
品 取 引 法 に お ける 課徴 金 事例 集 ~ 不 公正 取引 編 一 」 ※2 10 頁 、17 頁 に 掲載 され て いま す の で 、 ご 覧 下さ い 。 





























































































































































































































































































































公開 買付け に つい て は 、 当 事 者 で ある 買 付 企 業 や 買 付 対象 会 社 の みな ら ず 、 コ ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 や 金融 機 
な ど 多 く の 関 係 者 が 関与 する こと 、 ま た 、 当 事 者 間 で の 検討 開始 か ら 最 終 的 な 合意 ・ 公 表 ま で に 相当 な 時 間 
要する こと か ら 、 他 の 重要 事実 に 比べ て イン サイ ダー 取引 が 行わ れ や すい と の 指摘 が あり ます 。 そ の た め 、 





























































































































公開 皿 付 け に 関わ る 全て の 関係 者 に は 、 厳 正 な 情報 管理 に 努め る こと が 強く 求め られ て いる と 言え ます 。 






































※1 令 和 2 年 9 月 11 日 公表 、 「 公 開 賢 付 者 の 役員 か ら 伝 達 を 受け た 者 及び 公開 買 付 者 と の 契約 締結 交渉 か ら 伝達 


























を 受け た 者 に よる 北川 工業 株 式 に 係る 内 部 者 取引 に 対す る 課徴 金 納付 命令 の 勧告 に つい て 」 : 
https://www.fsa.go.jp/sesc/news/c_2020/2020/20200911-1.htm 

※2 令 和 2 年 6 月 24 日 公表 、「 金 融 商品 取引 法 に お ける 課 微 金 事 例 集 -~ 不 公正 取引 編 一 」 : 
https://www.fsa.go.jp/sesc/jirei/torichou/20200624.htm 6 
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地域 ダイ アロ グ 発 ! 官民 金 連 携 「 ふ くし ま 外 部 人 材 活用 協議 会 」 発足 式 























令 和 元 年 11 月 に 福島 県 で 開催 され た 、 公 務 員 と 金融 機関 有志 に よる 交流 会 「 ち いき ん 会 」 で 、 外 部 人 
材 活用 が テー マ の 1 つと し て 議論 され まし た 。 その後 、 地 域 課 題 解 決 支援 チー ム は 、 福 島 県 の 有志 と と 
も に 地域 ダイ アロ グ を 開催 し て きま し た 。 

令 和 2 年 4 月 、 福 島 県 は 副業 ・ 兼 業 人 材 活用 事業 を 開始 し 、 よ り 一 層 の 活用 を 図る た め 、 同 年 6 月 に 
金融 機関 向け 「 副 業 ・ 兼 業 人 材 活 用 セミ ナー」 (主催 : 金融 庁 、 東 北 財 務 局 ) を 開催 し まし た 。 こ の セ 
ミナ ー を 通じ 、 金 融 機関 が 外部 人 材 活用 に 関す る 理解 力 向上 や 各 経 営 支援 機関 の 連携 強化 を 課題 と し て 
だ この 5 ポン ライ シン て クイ / 目 ク を = 
行い 、 課 題 解決 に つい て 議論 し て きま し た 。 

令 和 2 年 10 月 、 ダ イア ログ メン バー で ある 民 
間 NPO 法 人 が 中 心 と な っ て 、 県 内 15 金 融 機 関 を 
含め た 様々 な 経営 支援 機関 が 参画 する 「 ふ くし 
ま 外 部 人 材 活用 協議 会 」 が 発足 し まし た 。 同月 
30 日 に 開催 し た 本 協議 会 の 発足 式 で は 、 金 融 庁 
の 堀本 審議 官 が 復興 庁 を 代表 し て 参加 し 、 福 島 
県 の 参加 者 に 対し て 、 本 件 に 取組 む 意 義 等 を 説 
明 し まし た 。 本 協議 会 は 、 令 和 3 年 2 月 まで 継 
続 し て 開催 され 、 外 部 人 材 活用 の 担い 手 を 育成 
する と と も に 、 地 域 に お ける 各 機 関 と の 連携 強 、 
化 を 協議 し て いく 予定 で す 。 | 発足 式 の 様子 | 
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「 霞 が 関 ダ イア ログ 」 を 開催 し ます ! 








令 和 2 年 11 月 、 地 域 課題 解決 支援 チー ム は 、「 霞 が 関 ダ イア ログ 」 ※ を 開催 し ます ! 令 和 2 年 8 月 の オ 
ン ラ イン 開催 に 続き 、 今 回 も オン ライ ン で か つ 2 日 間 に 渡っ て 開催 し ます 。 今 回 は 、 こ れ ま で の 中 央 省 
庁 の 施策 の 発信 に 加え て 、 今 回 は 、 ま ち ひ と し ご と 創 生 本 部 事務 局 と 連携 し て 、 「 地 方 創 生 に 資す る 金 
融 機関 等 の 特徴 的 な 取組 事例 ] も 発信 し ます 。 

1 日 目 に は 、 特 徴 的 な 取組 事例 紹介 と し て 、「 人 材 確保 支援 」「 創 業 エ コシ ステ ム 形 成 」「 産 学 金 

連携 コー ディ ネー ター」 「 公 民 連 携 コ 
地方 創 生 応援 條 画 ! ちい きん 会 スピ > ォ フ ミュ ニテ ィ 」 を テー マ と し た 地方 創 生 支 
援 策 の 紹介 を 行い 、 2 日 目 に は 、 「 中 小 


霞 | が | 関 | ダ | イ | ア | ロ | グ 企業 の デジ タル 化 支援 」「 企 業 版 ふ る さ 


と 納税 」 「 農 林 水産 物 の 生産 者 支援 
Day 1 11/11 ( 水 ) 各 日 18:30 ご 20:00 | 「 資 本 性 ロー ン の 活用 ] を テー マ と し て 

























































































の 8 
Day2 11/18 ( 水 ) 回 回 口 加 〇 zoom | デメ こそ きす (先着 : 各 日 100 名 ) 。 
各 日 100 名 (先着 順 ) ※ 事 前 に zoom の イン スト ー ル を お 願い し ます 





今回 も 熱意 ある 実務 担当 者 を 交え て の 





2 ニク る クリ ルン ニク 
熱い 想い を 持つ 有志 職員 (db 域 金融 機関 、 公務員 等 ) に 8 BE ま の ご 参加 を お 待ち し で て おり ます ! 
3 過半 事 前 申込 の 上 、 zoom に て 参加 て 

peatix に て 募集 いた し ます 

















※「 霞 が 関 ダ イア ログ 」 

地域 課題 解決 支援 チー ム の ネッ ト 
ワー キン グ の 取組 み 。 金 融 機関 や 自治 
体 の 現場 職員 と 各省 庁 の 実務 担当 者 と 
を つなぎ 、 双 方 向 で の 対話 に より 、 地 


ゃ 申込 は コチ ラ ャ https://dialog-kasumigaseki-202011.peatix.com/ 
Cap 


rr 
pts 各 グ ルー プ に 分 か れ て の 意見 交換 も 実施 し ます ! 

































































W 
司会 : 和田 協 金 室長 、 記 野 











方 創 生 を 目的 と し た 各省 庁 施策 の 理解 
を 深め 、 施 策 浸 透 の 促進 を 図る 取組 。 





























PR 
し ご 人生 本 部 事務 選 避 03-3506-6000 (内 線 5382) 
農林 水産 省 、 中 小 企業 庁 、 中 小 機構 、| お 問合せ ノ 品 chiiki-kadai@fsa.go.jp 
下 玉 本 


展 林 水 上 
日 本 政策 金融 公庫 、 金融 金融 庁 地域 課題 解決 支援 チー ム 官 野 ・ 栗 山 





























お 知ら せ 


つみ た て NISA Meetup オン ライ ン 開 催 





金融 庁 で は 






































史 み た で cNISAI を きっ か けり に より 














多く の 方 が 資産 形成 に 関心 を 持っ て いた だ ける 























よう 、 個 人 の 方 々 か ら 資 産 形成 に 関す る ご 意見 を 聞か せ て いた だ く 場 と し て 、「 つ みた て NISA 
Meetup」 (愛称 「 つ み ッ プ 」 ) を 全国 各地 で 計 33 回 開催 し て まい り ま し た 。 本 年 5 月 以降 は 、 新 型 コ 
ロナ ウイ ルス 感染 症 拡 大 防止 の 観点 か ら 、 オ ン ラ イン で 3 回 開催 し まし た 。 


5 月 に は 経済 評論 家 
こ お け る 資産 形成 に つ 




















山崎 元 氏 、 投 





















































プロ ガー の 虫 と り 小僧 氏 、 吊 ら ! 
いて 意見 交換 を 行い まし た 。 お 三方 と も 、 






































氏 を お 招き し 、 市 場 混乱 期 
リー マン ショ ッ ク 以 前 か ら 投 資 を 
























































行っ て お り 、 当 時 大 幅 な 株 式 市 場 下落 局面 を 体験 され まし た 。 長期 投資 に お いて は 、 市 場 下落 局面 
に 直面 する こと は 人 避 けら れ な い の で 、 元 来 の 投資 方 針 を 変え ず に | 投資 を や め な いこ と ! | が 重要 


と 人 る で ゆめ 誤 し 半 。 








ジ 








[Wl 0 
者 向け つみ ッ プ オン ライ ン | を 開催 し まし た 。 








9 月 に は ァ イ ナ ン シ ャ ル ・ ジ ャ ー ナ リス ト の 


「20・30 代 投資 初心 
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産 形成 を 自分 ご と と し て 考え 、 資 産 形成 に あ 

















1 金 を 給与 か ら 最初 に 取り 置く 仕組 み を 作 


























、 長 期 分 散 投 

















巻 葬 調 況 帳 万 で 術 う こと 。 を 





三角 形 ( 三 層 ) で 考え る 
会 社員 ・ 公 務 員 の 場合 


3 自分 で 準備 
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2 勤務 先 か ら 企業 内 保障 


等 続け る こと の 大 事 さ を 説明 し て 頂き まし 

だ 。 
に ① 国 か ら 公 的 保障 
証券 監督 者 国際 機構 (UOSCO) が 推進 する 世 


界 投資 者 週間 (World Investor Week) 

































































に あわ せ 



















































































て 、10 月 に は 日 本 経済 新聞 社 の 田村 正之 氏 を お 

招き し 、「40 代 投資 初心 者 向け つみ ッ プ オン ラ | 人 奈子 氏 の つみ ッ プ の 様子 | 
イン 」 を 開催 し まし た 。 田村 氏 は 、 年 金 は 長生 

き リ スク な ど に 備え る 保険 で あり 、 長 く 働く こ 

と で 年 金 は 増やせ する こと 、 そ の 上 で NISA や 院 ER 








iDeCo (個人 型 確定 拠出 年 金 ) も 活用 し 、 よ り 
充実 し た 資産 形成 が 目指 せる と お 話し 下さ いま 
(時 


参加 者 か ら は 、 「 移 動 時 間 が な いた め 時 間 的 
に 参加 し や すか っ た 」 、「 地 方 か ら で も 参加 で 
きる 用 な と ョ カン ライ シ 開 催 の 90 メリット そ を 内 けり 
る 声 が 多く 寄せ られ まし た 。 実際 に 、 北 は 北海 
道 、 南 は 沖縄 と 幅広 い 地 域 か ら の ご 参加 が あ ! 
まし た 。 ま た 、 質 問 や 意見 を チャ ッ ト 欄 に 書 
NAMG ID っ 750 の リリ アル タス (RG 下 間 (生ん (で もら 2 た の で 疑問 が 解 少 きれ ICU つう 
廊 | 同 交 ら は の ヨメ ント も 中 きま | た っ 


5 月 の つみ ッ プ は 要 則 9 月 ・10 月 の つみ ッ プ に つい て は 資料 と 動画 を NISA 特 設 サ イト ※ 
(PSMMESSONG 証 e0O の 0 SU 

















本 央 寿 醒 り 肌 前 6 


























配 内 20887 





ME MED 
RC 本 幅 尋 J 























| 田村 正之 氏 の つみ ッ プ の 様子 | 






















































































に 公開 








※ 。 NISA 特 設 サ イト 「 つ みた て NISA Meetup」 : https://www.fsa_.go.jp/policy/nisa2/opinion/index.html 





先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
(2020 年 10 月 1 日 一 10 月 30 日 ) 

















> 日 銀 レ ビュ ー「 共 通 シ ナリ オ に 基づく 一 斉 ス トレ ステ スト | (10 月 
> 10 月 7 日 、 金 融 審議 会 「 銀 行 制度 等 ワー キン グ ・ グ ルー プ | (第 2 回 ) を 月 7 日 ) 
> 偽造 キャ ッシュ カー ド 問 題 等 に 対す る 対応 状況 ( 令 和 2 年 3 月 末 ) (10 月 7 日 ) 

> 偽造 キャ ッシュ カー ド 等 に よる 被害 発生 等 の 状況 (10 月 7 日 ) 

NISA・ ジ ュ ニ ア N I SA 口座 の 利用 状況 に 関す る 調査 結果 (2020 年 6 月 末 時 点 ) (10 月 
関東 財務 局 が 「 令 和 2 年 台風 第 14 号 に 伴う 災害 に 対す る 金融 上 の 措置 に つい て | を 要請 (10 月 
10 月 12 日 、 金 融 審議 会 [市場 制 度 ワ ソー キン グ ・ グ ルー プ 」| (第 1 回 ) を 開催 (10 月 12 日 ) 
[金融 業界 横断 的 な サイ バー セキ ュ リ ティ 演習 (Delta Wall 5) 」 を 実施 (10 月 13 日 ) 

第 13 回 [金融 店 ・ 日 本 銀行 連絡 会 ] を 開催 (10 月 13 日 ) 

IOSCO・Committee1 次 期 議長 と し て 園田 企画 市 場 局 企業 開示 課 会 計 調整 室長 兼 総合 政策 局 総務 課 民 
際 室 国際 証券 規制 調整 官 を 再任 (10 月 14 日 ) 

身 に 覚え の な い キ ャ ッシュ レス 決済 サー ビス を 通じ た 銀行 口座 か ら の 不正 な 出 金 に ご 注意 くだ さい ! 
(10 月 14 日 ) 

金融 仲介 機能 の 発揮 に 向け た プロ グレ スレ ポー ト (10 月 14 日 ) 

主要 行 等 及び 地域 銀行 の 「 金 融 仲介 の 取組 状況 を 客観 的 に 評価 で きる 指標 群 (KPI) 」 一 覧 及び 公表 
状況 (10 月 14 日 
企業 アン ケー ト 調 査 の 結果 (10 月 14 日 ) 
氷見 野 長官 、 国 際 金 融 協会 (IIF) 年 次 総会 に お いて 基調 講演 (10 月 16 日 ) 

10 月 20 日 、「 ス チュ ワー ド シ ッ プ ・ コ ー ド 及び コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド の フォ ロー アッ プ グ 会 
議 ] (第 20 回 ) を 開催 (10 月 19 日 ) 

10 月 21 日 、 金 融 審 議会 「 銀 行 制度 等 ワー キン グ ・ グ ルー プ 」| (第 3 回) を 開催 (10 月 21 日 ) 

後見 制度 支援 預貯金 ・ 後 見 制度 支援 信託 の 導入 状況 調査 の 結果 (10 月 23 日 ) 
10 月 26 日 、 金 融 審議 会 [市場 制 度 ワ ソー キン グ ・ グ ルー プ 」| (第 2 回 ) を 開催 (10 月 26 日 ) 

[Regional Banking Summit (Re:ing/SUM) 」 x | 日 経 地方 劉生 フォ ー ラ ム | (名 古屋 会 場 ) を 11 
月 23 日 に 開催 する こと を 公表 (10 月 29 日 ) 

IAIGs 等 向け モニ タリ ング レポ ー ト (10 月 30 日 ) 

成年 年 齢 引下げ に 向け た 貸金 業界 の 貸付 方 針 ・ 取 組 状況 等 (10 月 30 日 ) 

金融 機関 に お ける 貸付 条件 の 変更 等 の 状況 に つい て 更新 (10 月 30 日 ) 
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・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント 
https://twitter.com/fsa JAPAN 


・ LINE 公 式 ア カウ ント 「 金 融 庁 コロ ナ サポ ー ト ! 」 






twitter 情 報 発信 
強化 中 ! 

















https://www.fsa.qgo.1p/copyright/20200526.html 回 攻守 回 
LINE ID : @accessfsa2020 CE 
URL  : https://lin.ee/WPfVjAyU 回 









編集 後記 

1 日 の 東京 証券 取引 所 の シス テム 障害 に 始ま り 、10 月 は と て も 多く の ご 質問 や 取材 を 頂き まし た 。 今 月 号 の ア 
クセ ス FSA で は その よう な ご 関心 の 高い 話題 を で きる だ は け 広 く 網羅 する よう 腐心 し た つも り で す 。 国際 金 融 都市 、 
地域 金融 、 国 民 の 資産 形成 、 銀 行 口座 か ら の 不正 出 金 ・・・ そ し て 半沢 直樹 。 

私 自身 、 原 作 の ファ ン で 『 ロ スジ ェ ネ の 逆襲 』 が 単行 本 化 さ れ た と き に は 、 新 刊 を 購入 し て 池 井 戸 潤 先 生 に サ 


イン を 頂い て お り ま し た 。 金融 の 力 で この 世界 を 良く し た いと いう 思い は 、 こ の 業界 に 携わる 者 の 一 人 と し て 、 
引き 続き 強く 持つ て いき た いと 思い ます 。 金融 庁 広報 室長 境 吉 隆 


編集 ・ 発 行 : 金融 店 広報 室 





